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る
西
軍
戦
歿
者
の
祭
壇
、
位
牌
に
お
参
り
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま

き

の

ぐ

ん

ま

た

だ

は

ち

牧
野
群
馬
」
の
名
で
東
北

の
地
に
散
っ
た
小
笠
原
唯
八
の

貴
重
な

遺
影
写
真
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
乾
（
板
垣
）
退
助
と
小
笠
原

た

だ

は

ち

ふ

ん

け

い

し

そ

う

唯
八
は
別
頸
の
友
。
志
操
を
堅
固
に
し
て
退
助
と
勤
皇
の
盟
誓
を

ち

ん

ぶ

詰
ん
だ
仲
で
あ
っ
た
。
唯
八
は
戊
辰
開
戦
の
後
、
江
戸
を
鎮
撫
し

た
総
督
府
か
ら
治
安
維
持
を
命
ぜ
ら
れ
、

町
奉
行
と
し
て
奉
職
し

な
げ
う

て
い
た
が
「
奥
羽
で
は
板
垣
を
は
じ
め
同
僚
諸
士
が
身
命
を
廓
っ

て
戦
っ
て
い
る
の
に
、
私
だ
け
が
閏
職
（
平
和
な
職
）
に
身
を
置

い
て
良
い
の
か
」
と
葛
藤
。
盟
誓
を
守
る
た
め
奉
行
職
を
辞
し
て

お
と
こ

従
軍
を
懇
請
し
東
北
に
散
っ
た
傑
で
あ
る
。

と
等
々
お
伺
い
し
た
。
そ
の
後
、

と
う
み
ょ
う
こ
ど
も
園
内
に

あ

と
。
墓
所
の
被
葬
者
は
土
佐
藩
の
戦
死
者
が
最
多
で
あ
る
が
、
皮

肉
に
も
土
佐
藩
ゆ
か
り
の
方
々
の
参
詣
は
絶
え
て
久
し

く
、
薩
摩

の
方
は
ま
ば
ら
、
長
州

の
方
は
今
も
襟
を
正
し
て
香
華
を
絶
や
さ

ず
、
ま
た
東
軍
ゆ
か
り
の
方
々
も
お
参
り
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ

●
津
＾
＾

n
R●
軍
墳
墨
史
几
停
＂
会

會

長

山

田

悦

史

様

貴
団
体
は
長
年
に
わ
た
り
耕
力

的
に
活
動
し
戊
辰
戦
争
で
様
牡

に
な
っ
た
方
々
の
慰
霊
に
努
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た

こ
・
～
に
坂
意
の
意
を
表
し
そ
の

功
績
を
称
え
表
彰
い
た
し
ま

西軍戦歿者のための慰霊祭壇（福島県会津若松市）
JQ 
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た
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」

昨
今
の
歴
史
小
説
で
は
「
土
佐
藩

は
身
分
制
度
に
厳
格
で
あ
っ

と
書
か
れ
る
の
を
よ
く
目
に
す
る
。
ま
た
掛
川
時
代
以
前
に

土
佐
の
シ
ン
テ
レ
ラ
・
寿
性
院
の
お
墓
に
参
り
て

余
談
な
が
ら
別
図
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
小
笠
原
唯
）
の
男
系
先
阻

は
奥
平
氏
で
松
平
氏
と
も
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る
。
唯
八
と
退
助
と
は

親
友
で
も
あ
り
遠
縁
の
親
族
で
も
あ
っ
た
。
万
感
の
思
い
を
胸
に
感

ま

こ
と

み

た

ま

謝
と
哀
悼
の
洵
を
捧
げ
、
私
は
土
佐
藩
の
霊
魂
と
と

も
に
時
を
過

ご
し
た
。
気
づ
け
ば
私
は

3
時
間
以
上
こ
の
西
軍
墓
地
で
往
昔
を
回

想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で

も
初
め
て
訪
れ
る
の
に
何
故
か
懐

か
し
い
想
い
が
し
た
。
し
か
し

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
私
は
こ

り
ょ
う
ぜ
ん

こ
1
5
年
以
上
、
京
都
霊
山
護
國
神
社
の
清
掃
奉
仕
に
従
事
し

て
き

n
ょ

う

ぜ

ん

お

．
、

つ

き

た
が
、
そ
の
本
殿
脇
の
霊
山
に
あ
る
奥
都
城
に
彫
ら
れ
た
芳
名

と
、
こ
こ
に
あ
る
奥
都
城
の
芳
名
が
同
じ
な
の
だ
。
当
た
り
前
だ

み

た

ま

ま

つ

が
、
こ
れ
ま
で
掃
苔
し
て
き
た
の
は
、
御
霊
を
お
祀
り
し
て
い
る
霊

標
で
、
こ
こ
が
本
当
の
埋
葬
地
。
私
は
こ
こ
で
も
東
軍
募
地
で
感
じ

た
の
と
同
じ
温
も
り
を
感
じ
た
。
強
大
な
敵
に
果
敢
に
立
ち
向
か

い
、
こ
の
地
に
散
っ
た
土
佐
の
男
た
ち
の
最
期
の
場
所
が
こ
こ
に
あ

る
。
維
新
回
天
を
成
し
遂
げ
た
偉
大
な
郷
土
の
先
人
を
想
い
、
次
に

来
る
時
は
是
非
と
も
こ
の
慰
霊
祭
に
参
列
せ
ね
ば
と
心
に
誓
い
を
立

て
た
の
で
あ
る
。

召
抱
え
ら
九
た
家
臣
を
重
用
し
、
長
曾
我
部
旧
臣
ら
t
疎
外
さ
れ
た

と
信
じ
て
い
る
人
も
多
い
。
し
か
し
、
史
実
を
ひ
も
と
け
ば
必
ず
し

も
そ
う
と
は
云
え
ず
、
藩
政

3
0

0
年
の
間
に
長
曾
我
部
旧
臣
ら
が

多
く
土
佐
藩
に
召
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
浦
戸
一
揆
の
あ
っ
た

一
豊
公
の
御
入
国
当
時
は
、
警
戒
心
か
ら
限
ら
れ
た
者
が
重
用
さ
れ

て
い
た
が
、
逆
に
こ
の
時
期
、
長
曾
我
部
旧
臣
の
多
く
は
伊
予
今
治

藩
主

•

藤
堂
高
虎
に
召
抱
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
藤
堂
家
の
移
封
に

従
っ
て
四
国
を
離
れ
伊
勢
国
藤
堂
藩
士
と
な
っ
た
。
藤
堂
藩
は
津
藩

と
久
居
藩
か
ら
な
り
3
2
万

3
9
5
0
石
。
召
抱
え
ら
れ
た
者
た
ち

も
高
禄
を
得
て
幕
末
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
さ
て
板
垣
退
助
は
戊
辰

み
き
り

の

剛

、
会
津
の
身
分
制
度
の
厳
格
さ
を
奇
異
に
感
じ
、
近
代
日
本

が
こ
う
な
っ
て
は
駄
目
だ
と
反
面
教
師
に

し
た
。

「
会
津
落
城
と

芋
」
の
話
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
会
津
藩
の
よ
う
に
身
分
が
上
下

き

ゅ

う

せ

き

と

も

間
隔
す
る
の
で
は
な
く
、
万
民
が
国
家
と
休
戚
を
倶
に
す
る
仲
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
感
じ
、
彼
の
人
生
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
。

た
し
t
.
)
か
ん

太
政
官
の
許
可
を
得
て
「
人
民
平
均
の
理
」
を
日
本
で
初
め
て
布
告

し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
土
佐
藩
で
あ
っ
た
。

「
な
ら
ぬ
も
の
は
な
ら

ぬ
の
で
す
」
と
理
由
を
排
除
し
思
考
停
止
さ
せ
た
会
津
藩
と
は
隔
世

の
感
が
あ
る
。
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⑤
小
笠
原
唯
八

の
先
祖

・
奥
平
貞
政
（
左
門
、
三
郎
兵
衛
）
は
、
三
河
国
出
身
で
奥
平
氏
嫡
流
り
奥
平
定
能
（
定
能
の
西
去
後
は
奥
平
信
昌
）
に
仕
え
‘
さ
ら
に
慶
長

7
年

(
1
6
0
2
)
、

離
れ
て
松
平
定
勝
に
仕
え

た

土

佐
藩
濯
豆
の
『
御
侍
中
先
祖
書
系
図
牒
』
こ
ょ
八
ば
‘
貞
政
は

r

松
平
l

姓
の
使
用
を
許
さ
れ

「苦
快
守
」
を
名
乗
っ
た
と
い
う
貞
政
の
次
男

・
奥
平
義
政
（
図
書
）

は
、
慶
長

10
年

4
月

□
日

(
1
6
0
5
年

6
月
3
日
）
‘

山
内
忠
義
の
正
室

・
阿
姫
か
人
輿
の
時
、
松
平
定
勝
（
防
岐
守
）
よ
り
入
輿
に
霞
従
し
附
家
老
と
し
て
土
佐
に
赴
任
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の

時
、
本
姓
の
「
奥
平
」
を
憚
り
「
小
笠
原
」
を
称
し
て
い
る
(,
義
政
は
奥
家
老
ど
し
て
上
佐
藩
よ
り

4
0
0
石
り
知
行
を
聘

っ
た
4

ま
た
阿
婚
ば

こ
の
婚
礼
に
際
し
幕
府
よ
り
化
粧
料
と
し
て
豊
後
国
玖
珠
郡

内
山
田
郷
に

1
0
0
0
石
の
知
行
を
下
さ
れ
て
い
る
『、
一

義
政
は
、
寛
永

6
年

4
月
6
日

(
1
6
2
9
年

5
月

5
日
）
店
死
し
一
こ
た
め
、
嫡
子
権
左
衛
門
か
こ
の
役
を
継
い
だ
，．
寛
永

9
年

2
月

1
3
日

(
1
6
3

2

年
4

月

2

日
）
‘
阿
姫

が
逝
去
の
後

‘
潅
左
衛
閂

は
伊
予
松
山
藩
に
一
戻
り
跡
式
を
用
焼
次
男

・

重
政
（
引
続
さ
上
佐
藩
に
召
抱
え
ら
れ
、

三
男

・

五
郎
兵
衛
は
桑
名
藩
主

•

松
平
隠
岐
守
に
仕
え
て
知
行

4
0
0

石
を
賜
っ
た

。

四
男

・

重
次
は
次
兄
と
同
じ
く
土
佐
藩
に
召
担
え
ら
れ
た

•

土
佐
藩
1
9召
抱

―iん
シ
れ
た
重
政
は

「
小
笠
原
氏

＿

を
称
し

、
重
次
ぱ

「牧
野
氏

一

を
称
し
た

。

小
笠
原
唯
八
（
牧
野
茂

敬
）
は
、
系
詰
上
は
こ
の
牧
野
宗
の
当
主
を
相
焼
し
て
姓
を
校
野
こ
改
め
た
か
、
血
梵
上
ば
重
政
ハ
・
十
●
郎
（
六
世
係
）
に
あ
た

る

牧

野

姓

の
由
来
ど
な

っ
た
牧
野
家
ば
、
三
河
国
牛
久
保
城
主
（
現

・
受
知

県
豊
橋
市
）
で
、
熾
豊
期

□松
平
氏
り
．完
臣
ど
＇
之
っ
戸
亨
臣
：
．
）
ふ

丸」

コ
ロ
ナ
明
け
の
再
会
を
祝
い
つ
つ

、

v

.I

か
十

き

ぶ
り
に
会
の
方
々
と
忘
年
会
を
兼
ね
盃
を
交
わ
し
た
）
土
佐
の
お

酒
と

料

理
に
癒
さ
れ
た
私
は
、
翌
日
「
寿
性
院
」
の
お
墓
を
訪
ね

た
。
場
所
は
、
現
在
高
知
市
三
ノ

丸
と
住
所
表
記
さ
れ
る
小
高
い
山

で
、
そ
の
頂
上
附
近
に
寿
性
院
の
お
墓
は
あ
っ
た
。
訪
れ
た
日
は
秋

あ
お
ぞ
ら

晴
れ
の
蒼
天
。
謹
ん
で
塵
所
を
清
掃
。
草
を
む
し
り
花
を
限
け
た
。

「
寿
性
院
」
は
一
般
庶
民
の
生
ま
九
で
あ
り
な
が
ら
、
土
佐
湘

主

・
山
内
忠
義
公
に
深
く
愛
さ
れ
、
そ

の
側
室
と
な
っ
た
女
性
で
あ

安
芸
郡
安
芸

町
の
出
身
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

し
ゅ

う

に
住
し
た
こ
と
か
ら
実
名
を
忌
避
し
て

る
。

会」

の
会
合
で
高
知
へ

。

て
帰
路
に
つ
い
た
が
、

席
温
ま
る
暇
も
な
く

「
三
之
丸
ぽ
」

高
知
城
の

と
坪

「-
―ー之

に
あ
た
る

)

0
 

う

J

~
 

土
佐
の
シ
ン
デ
レ
ラ

藩
政
期
に
会
津
藩
の
よ
う
な
親
藩
譜
代
と
は
違
う
道
を
歩
ん
だ
ヒ

佐
藩
は
、
幕
末
明
治
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
。

熟
さ
せ
た
遠
因
に
は
、

の
存
在
が

私
は
東
北
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
へ

「
寿
性
院
」

友
の
弟
で
あ
る
奥
平
貞
政
の
次
男
）

が
ヽ

奥
平
の
嫡
家
を

久
し

「
土
佐
藩
ゆ
か
り
の

あ
っ
た
の
で
は
と
感
じ
る
。

俗
に
「
土
佐
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」

余
談
な
が
ら
阿
姫
の
実
父
は
松
平
定
勝
、

た
L●
i[;
~

髯
は
奥
平
貞
友
の
娘

・
辰
姫
で
、
慶
長
1
0
年

4
月

17
日

(
1
6

0

5
年

6
月
3
日）

、
阿
姫
が
忠
義
公
へ
入
輿
の
際
、
附
家
老
と
し
て

レ

—

-
l

共
に
土
佐
へ
赴
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
辰
姫
の
従
姉
弟
の
奥
平
義
政
（
貞

た
た
は
ち

小
笠
原
唯
八
の
男
系
先
祖

（
姻
族
）
と
な
る
に
至
っ
た
。

1
 
.. 」
し

ば
れ
る
所
以
で
あ
る
e

生
と
呼

は

口
般
庶
民
の
生
ま
れ
で
あ
り
な
が
ら
、

家
康
公
と
も
義
理
の
親
朕

そ
の
思
想
を
醗

夷
大
将
軍

・
徳
川
家
康
の
性
女
で

あ
る

そ
の
た
め

「
三
之
丸
様
」

ば

れ

た

忠

義

公

0
正
半
ば
光
附
院

＾ 阿 ：
姫
ヽ

で
あ
り

い●

↓
・・ 阿
姫
は
征

4-
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で
知
ら
れ
巨
大
な
墓
石
が
立
ち
並

さ

よ

ぶ
。
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
大
き
な
墓
が
、
こ
の
「
佐
与
姫
」
の
墓
石

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
は
家
老
と
な
っ
て
土
佐
藩
の
黎
明
期
を
支
え
た

山
内
（
乾
）
備
後
和
三
の
墓
石
が
大
き
く
造
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
の

孫
が
藩
主
の
娘
を
妻
に
迎
え
た
た
め
、
さ
ら
に
そ
の
墓
石
よ
り
大
き

く
造
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
巨
石
群
が
誕
生

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
最
上
座
に
立
つ
の
が
こ
の
「
佐

与
姫
」
の
墓
石
と
な
っ
て
い
る
。

佐
与
姫
は
三
男
三
女
を
生
ん
だ
。
承
応
2
年
1
1
月
2
9
日

(
1
6

5

4
年

1
月
2
9
日
）
、
長
女

・
松
子
を
出
産
。
承
応

4
年

3
月
5

(
1
6
5
5
年

4
月
1
1
日
）
、
長
男

・
乾
信
和
（
猪
之
助
、

日

「
三
之
丸
様
」
は
や
が
て
懐
妊
し
た
。
こ
れ
が
も
し
男
子
で
あ
っ

た
な
ら
、
あ
る
い
は
藩
主
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
果
し

さ

よ

．

さ

よ

て
生
れ
た
子
は
女
子
で
あ
っ
た
。
名
は
「
佐
与
」
と
云
う
。
佐
与
姫

や

ま

う

ち

し

ょ

う

げ

ん

の

ぶ

か

つ

や

ま

う

ち

は
、
家
老

・
山
内
将
監
信
勝
に
嫁
い
だ
。

「
山
内
」
は
称
号
で
本

い
ぬ
い

姓
は
「
乾
」

。

一
豊
公
の

時
代
、
播
磨
国
で
召
抱
え

ら
れ
た

「播

磨
衆
」
で
、
播
磨
、
近
江
、
掛
川
と
一
豊
公
の
移
封
に
屋
従
し
土
佐

こ
こ

う

い

ぬ

い

し

ょ

う

げ

ん

の

ぶ

か

つ

に
来
住
し
た
山
内
家
の
股
肱
の
臣
で
あ
る
。
当
時
の
乾
将
監
信
勝

の
屋
敷
は
高
知
城
の
南
方
。
今
の
「
ひ
ろ
め
市
場
」
の
場
所
に
あ
っ

ひ

ろ

め

た
。
の
ち
の
深
尾
弘
人
屋
敷
と
な
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
知
行
地

は
南
国
市
比
江
を
中
心
と
す
る
領
域
で

4
5
0
0
石
あ
っ
た
。
菩
提

寺
は
永
源
寺
で
「
乾
の
大
墓
」

い
ち
の
か
み

市
正
、
彦
作
と
称
す
）
を
出
産
。

（
の
ち
乾
家
当
主
を
継
ぐ
。
信

和
の
長
女
の
名
も
同
じ
「
佐
与
姫
」
）
明
暦
2
年
1
1
月
1
2
日
（

1

の
ぶ
よ
し

6

5

6
年
1
2
月
2
7
日
）
、
次
男
・
乾
成
勝
（
信
宜
、
丹
六
、
作
兵

衛
と
称
す
）
を
出
産
。
明
暦
3
年
1
2
月
2
日

(
1
6
5
8
年

1
月

よ

そ

5
日
）
、
次
女
・
与
祖
を
出
産
。
寛
文
2
年

9
月
1
4
日

(
1
6
6

2
年
1
0
月
2
5
日
）
、

三
男

・
乾
三
次
を
出
産
。
三
次
は
7
歳
で
夭

折
。
寛
文
3
年
1
2
月
7
日

(
1
6
6
4
年

1
月

5
日
）
、
三
女
・

す

く

も

菊
子
（
幼
名
「
乙
松
」
）
を
出
産
。
菊
子
は
宿
毛
領
主

・
山
内
（
伊

す

く

も

賀
）
半
左
衛
門
倫
氏
に
嫁
い
だ
が
1
9
歳
で
歿
し
た
。
墓
は
宿
毛
の

東
福
寺
に
あ
る
。
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さ
て
乾
家
は
藩
主
の
血
を
ひ
き
、

さ
の
遠
因
は
、

広
大
な
知
行
を
持
ち
過
ぎ

は

た
。
家
老
職
は
信
和
の
長
男

・
和
好
が
継
ぎ

5
5
0
0
石
を
食
ん

か

ね

か

ね

だ
が
、
和
好
に
は
一
人
娘
「
兼
」
し
か
お
ら
ず
、
兼
は
桐
間
兵
庫

義
卓
に
嫁
い
で
、
乾
家
に
は
後
嗣
が
い
な
か
っ
た
。
結
局
、
和
好

の
跡
を
弟
の
時
和
が
継
い
だ
が
、
乾
一
門
の
権
勢
を
警
戒
さ
れ
、

跡
式

5
5
0
0
石
の
内
、

1
0
0
0
石
の
み
相
続
が
許
さ
れ
た
。

家
老
職
は
召
し
上
げ
と
な
り
、
乾
家
の
家
格
は
中
老
職
、
さ
ら
に

そ
の
子

・
和
祥
の
襲
封
の
時
に
は
馬
廻
役
．

5

0

0
石
に
減
ぜ
ら

れ
た
。
こ
の
山
内
将
監
信
勝
の
「
乾
家
」
は
、
本
姓
は
美
濃
の
土

岐
氏
で
、
清
和
源
氏
頼
光
流
で
あ
る
。
こ
の
乾
家
と
勘
違
い
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
板
垣
退
助
の
生
家
の
乾
氏
は
、
同
じ
清
和
源

氏
な
が
ら
頼
信
流
で
、
元
を
辿
れ
ば
甲
斐
武
田
氏
の
支
流

・
板
垣

氏
で
あ
る
。
こ
の
両
乾
家
は
前
述
の
よ
う
に
、
元
来
別
流
で
あ
っ

た
が
、
別
図
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
婚
姻
関
係
を
通
じ
て
姻
族
と

な
り
、
子
孫
は
両
系
の
血
を
ひ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
板
垣
退
助
も

ま
た
こ
の
「
寿
性
院
」
と
「
佐
与
姫
」
の
血
を
ひ
く
人
物
で
、
退

助
は
土
佐
藩
主

・
忠
義
公
の
血
も
「
土
佐
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」
と
呼

ば
れ
た
女
性
の
血
も
受
け
継
い
で
、
幕
末
の
土
佐
藩
を
勤
皇
に
導

つ
く

い
た
。
ま
た
近
代
日
本
の
骨
格
を
模
索
し
国
会
を
創
っ
た
。
か
く
の

如
き
人
物
を
生
み
だ
し
た
土
佐
藩
の
度
量
の
深
さ
、
人
材
の
豊
富

ふ

ち

ん

世
の
浮
沈
の
中
で
必
ず
し
も
身
分
の
枠
に
捉
わ
れ

高
岡
功
太
郎

な
い
自
由
な
風
土
と
柔
軟
さ
を
醸
熟
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
之
丸
様
は
寛
文
元
辛
丑
年

3
月
初

6
日
（

1
6
6
1
年

4
月

5
日
）
、
逝
去
。
法
名
は
「
壽
性
院
殿
月
清
玉
心
大
姉
」

。
墓
は

は
ば
か

歴
代
藩
主
の
眠
る
筆
山
を
憚
り
、
そ
の
筆
山
を
対
岸
か
ら
眺
望
で

き
る
小
高
い
山
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
れ
が
今
の
高
知
市
三
ノ
丸
で

し
よ
う
れ
ん
い
ん

あ
る
。
さ
ら
に
娘
の
佐
与
姫
（
正
蓮
院
）
は
、
自
ら
の
死
後
、
乾

家
の
菩
提
寺

・
永
源
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
骨
の
一
部
を
分
骨
し
「

な
き
は
は

先
枇
、
寿
性
院
の
墓
の
脇
に
埋
め
る
よ
う
」
に
と
遺
言
し
た
こ
と

が
『
土
岐
流
乾
系
図
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
私
は
三
ノ
丸
か
ら
先

そ
う
ぽ
う

に
見
え
る
筆
山
の
景
色
を
双
眸
に
や
き
つ
け
、
静
か
に
山
を
降
り

た
。

ょ

高
知
県
高
知
市
三
ノ
丸
に
あ
る
寿
性
院
の
墓
に
参
り
て
詠
め
る
歌

ひ

つ

ざ

ん

は

る

を

が

お

く

つ

き

筆

山

を

遥

か

に

拝

む

奥

都

城

に

ま

い

た

ど

お

の

す

ぢ

参
り
て
辿
る
己
が
み
ち
筋
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永源寺•佐与姫墓（高知県南国市）

”警涵唸烹`--
寿性院墓より筆山方面の眺望

寿性院墓（高知県高知市三ノ丸）
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